
取組と目標に対する自己評価シート

年度 令和６年度

前期（中間見直し）

実施内容

自己評価結果

課題と対応策

後期（実績評価）

実施内容

・認知症サポーター養成講座の実施 実施回数２回、受講者数 39人

・認知症初期集中支援チーム対応件数 ２件

自己評価結果【△】

・認知症サポーター養成講座では、一般市民向け・企業の方・中学生向けの養成講座を開催するな

ど、幅広い年代・職種に対して実施することができたが、６年度は中学校の申込みなく受講者数

は目標値に達しなかった。

・認知症初期集中支援チームでの対応件数は目標よりも 1件少なかった。チームで対応する前に、

包括支援センターの総合相談として受理し対応するケースが多い。

課題と対応策

【評価時点での課題】

・認知症サポーターの認知度がまだ低い。

・民生委員や町内会役員、エリアサポーター等、地域を支える人たちはほぼ受講している状況にあ

る。受講対象者の高齢化、働いている方が多く受講が難しいなど、新規受講の確保に苦労する。

・認知症が疑わる方に対する市民の対応をみると、「認知症」について表面的な理解にとどまり、真

の理解までにはまだ課題が多い。

・初期集中支援チームの活動が、市民や関係機関に十分浸透していない。

【課題に対する改善策】

・認知症の理解の普及啓発、認知症の方や家族に寄り添える、ご近所の見守りや地域活動へのつな

がりを目的に認知症講座（VR体験）を今年度も開催する。

・認知症希望大使による講演会を開催し、認知症本人の声・思いを聞く機会を設ける。

・認知症サポーター養成講座や、ふり返り講座を継続する。



・チームオレンジ・ステップアップ講座を継続し、認知症について再認識・理解を深めてもらう。

・認知症サポーター募集の旗を作成し、イベント等で再周知する。

・認知症初期集中支援チームの活動について引き続き周知していく。

・支援チームが介入すべきケースの掘り起こしに努め、速やかな支援につなげていく。


